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人 恋 ふる 涙 を わすれ 大海へ 引かれ 行く 

べき 身 かと 思 ひぬ (晶子) 

当 帝の 外戚の 大臣 一 派が 極端な 圧迫 をして 源氏に 不 

愉快な 目 を 見せる ことが 多くな つて 行く。 つとめて 冷 

静に はして いても、 このままで 置けば 今 以上な 禍ぃ 

が 起こつ て 来る かもしれ ぬと 源氏 は 思うよう になった。 

いんせい す ま 

源氏が 隠栖の 地に 擬 している 須磨 という 所 は、 昔 は 相 

きはく 

当に 家な ども あつたが、 近 ごろ は さびれて 人口 も 稀薄 

になり、 漁夫の 住んで いる 数 もわず かで あると 源氏 は 



あっても 再会 を 遂げよう という 覚悟 はあって も、 考え 

て みれば、 一日 二日の 外泊 をして いても 恋し さに 堪え 

られ なかった し、 女王 も その 間 は 同じように 心細が つ 

ていた そんな 間柄で あるから、 幾年と 期間の 定まった 

別居で もな し、 無常の 人世で は、 仮の 別れが 永久の 別 

れ になる や も 計られな いので あると、 源氏 は 悲しくて、 

そっと いっしょに 伴って 行- ,1 うとい う 気持ちに なるこ 

とも あるので あるが、 そうした 寂しい 須 磨の ような 所 

に、 海岸へ 波の 寄って くる ほか は、 人の 来訪す る こと 

すま い きじょ どうせ い 

もない 住居に、 この 華麗な 貴女と 同棲して いる こと は、 

あまりに 不似合いな ことで は あるし、 自身と しても 妻 



のうし そで 

と、 そ の^を 引いて、 涙 をお さえる 直 衣の 袖 を 顔から 

離す ことができな いので ある。 源氏 も 泣いて いた。 若 

君が 無心に 祖父と 父の 間 を 歩いて、 一 一人に 甘える こと 

を 楽しんで いるのに 心が 打 たれる ふうで ある。 

「亡くなりました 娘の こと を、 私 は 少しも 忘れる こと 

がで きずに 悲しんで おり ましたが、 今度の 事に より ま 

なげ 

して、 もし あれが 生きて おりましたなら、 どんなに 歎 

くこと であろうと、 短命で 死んで、 この 悪 夢を見ずに 

済んだ ことで はじめて 慰めた の で， 、- /ざ います。 小さ い 

方が 老祖 父母の 中に 残って おいでになって、 りっぱな 

父君に 接近され る ことのない 月日の 長かろう と 思われ 



か。 あなた 方 は 経験 を 持って いらっしゃる でしよう」 

「どんな 時に も 別れ は 悲し ゆう ございま すが、 今朝の 

悲し ゆう ござい ますこと は 何にも 比較が できる と 思え 

ません」 

宰相の 君の 声 は 鼻声に なって いて、 言葉 どおり 深く 

悲しんで いる ふうであった。 

「ぜひお 話しした く 存じます こと も あるので ござ いま 

はんもん 

すが、 さて それ も 申し上げられませんで 煩悶 をして お 

リ ます 心 をお 察しく ださい。 ただ今よ く 眠って ぉリま 

す 人に 今朝 また 逢って まいる こと は、 私の 旅の 思い立 

ちゆ 1 つちよ 

ち を 躊躍 させる ことになるで ございまし ようから、 



別れても 影 だに とまる ものなら ば 鏡 を 見ても なぐ 

さめて まし 

一一 一一 n う ともなく こう 言 いながら、 柱に 隠される ように 

して 涙 を 紛らして いる 若紫の 優雅な 美 は、 なお だれよ 

り もす ぐれた 恋人で あると 源氏に も 認めさせた。 親王 

と 三位 中将 は 身に しむ 話 をして 夕方 帰った。 

はなちる さ と 

花 散 里が 心細が つて、 今度の ことが 決まって 以来 始 

終 手紙 をよ こすの も、 源氏に はもつ ともな ことと 思わ 

れて、 あの人 ももう 一度 逢いに 行って やらねば 恨めし 



「これから 御陵へ 参ります が、 お 言づ て が > J ざい ませ 

んか」 

と 源氏 は 言った が、 宫 のお 返辞 はしば らくなかった。 

ちゅうちょ 

躊躇 をして おいでになる 御 様子で ある。 

そむ 

見し は 無く 有る は 悲しき 世の はて を 背きし かひ も 

なくなく ぞ 経る 

宫は お悲しみの 実感が 余って、 歌と して は 完全な も 

のがお できに ならなかった。 



ら、 と 思う と 源氏 は 苦しかった。 自身 もまた 馬から お 

やしろ ようはい いとま ご 

りて 加 茂の 社 を 遥拝して お 暇乞い を 神に した。 

とど 

うき 世 をば 今ぞ 離る る 留まらん 名 をば ただす の 神 

に 任： tJ て 

と 歌う 源氏の 優美 さに 文学的な この 青年 は 感激して 

いた。 

父 帝の 御陵に 来て 立った 源氏 は、 昔が 今にな つたよ 

うに 思われて、 御 在世中の ことが 目の前に 見える 気が 

する ので あつたが、 しかし 尊い 君 王 も 過去の 方に なつ 



しかった。 返事 は、 

何とも 申しよう がご ざいません。 宮様へ は 申し上げ 

ました。 お 心細そう な 御 様子 を 拝見いた します 私 も 

非常 に 悲し ゆ う > /ざい ま す。 

と 書いた あと は、 悲しみに 取り乱して よく わからぬ 

所があった。 

咲きて とく 散る は 憂 けれど 行く春 は 花の 都 を 立ち 

か へ り 見よ 

また 御 運の 開ける ことが きっと ございましよう。 



と 源氏 は 口ずさまれた。 渚 へ 寄る 波が すぐに また 

帰る 波になる の を ながめて、 「いと どし く 過ぎ行く 方 

の 恋しき に うらやまし くも 帰る 波 かな」 これ も 源氏の 

口に 上った。 だれも 知った 業 平 朝臣の 古歌で あるが、 

感傷的に な つてい る 人々 はこの 歌に 心 を 打 たれて いた。 

来た ほう を 見る と 山々 が 遠く 霞んで いて、 三千 里 外の 

力 い しすく 

旅 を 歌って、 櫂の I 卞 に 泣いた 詩の 境地に いる 気 もした。 

力す み な 力 

ふる 里 を峯の 霞 は隔 つれ ど眺 むる 空 は 同じ 雲井 



総ての ものが 寂しく 悲しく 見られた。 隠&の 場所 は 

ゆき ひら もし ほ た わ 

行 平が 「藻塩 垂れつつ 侘 ぶと 答へ よ」 と 歌って 住んで 

いた 所に 近くて、 海岸から はや や はいった あたりで、 

かきね み な 

きわめて 寂しい 山の 中で ある。 めぐらせた 垣根 も見馴 

れぬ 珍しい 物に 源氏 は 思った。 茅葺 きの 家であって、 

それに 葦葺 きの 廊 にあた るよう な 建物が 続けられた 風 

流な 住居に なって いた。 都会の 家と は 全然 変わった こ 

の 趣 も、 ただの 旅に とどまる 家であった なら きっとお 

もしろ く 思われる に違いないと 平生の 趣味から 源氏 は 

思って ながめて いた。 ここに 近い 領地の 預かり人 など 

よしきよ あそん 

を 呼び出して、 いろいろな 仕事 を 命じたり、 良 清 朝臣 



愛して いた 人で あつたが、 その 人の 過失 的な 行為 を、 

同情の 欠けた 心で 見て 恨んだり した ことから、 御 息 所 

も 恋 を なげうって 遠い 国へ 行つ てし まった ので あると 

思う と、 源氏 は 今 も 心苦しくて、 済まない 目にあわせ 

た 人と して 御 息 所 を 思って いるので ある。 そんな 所へ 

情の ある 手紙が 来たので あつたから、 使いまで も 恋人 

の ゆかりの 親しい 者に 思われて、 二、 三日 滞留 させて 

伊勢の 話 を 侍臣た ちに 問わせた リ した。 若 やかな 気持 

ちの よい 侍であった。 閑居の ことで あるから、 そんな 

-r う ぼ う 

人 もや や 近い 所で ほのかに 源氏の 風貌に 接する こと も 

あって 侍 は 喜びの 涙 を 流して いた。 伊勢の 消息に 感動 



る 袖 かな 

と 歌って いる 花 散 里 は、 高くな つたと いう 雑草の ほ 

うしろみ 

かに 後見 をす る 者の ない 身の上な ので あると 源氏 は 思 

いやって、 長雨に 土塀が ところどころ 崩れた こと も 書 

いてあった ために、 京の 家 司へ 命じて やって、 近国に 

やしき 

ある 領地から 人夫 を 呼ばせて 花 散 里の 邸 の 修理 を さ 

せた。 

尚 侍 は 源氏の 追放され た 直接の 原因に なった 女性 

であるから、 世間から は 嘲笑 的に 注視され、 恋人に 

な- 7 お ま 

は 遠く離れて、 深い 歎きの 中に 溺れて いるの を、 大臣 



「常世 かで て 旅の空なる かりがね も 列に 後れぬ ほど 

ぞ 慰む 

仲間がなかったら どんな だろうと 思います」 

ひたちの すけ 

と 言 つ た。 常 陸 介に な つ た 親の 任地 へ も 行かずに 彼 

+4 ん もん 

はこ ちらへ 来て いるので ある。 煩悶 はして いるで あろ 

うが、 いつも はなやかな 誇り を 見せて、 屈託な く ふる 

まう 青年で ある。 明るい 月が 出て、 今日が 中秋の 十五 

夜で ある ことに 源氏 は 気が ついた。 宮廷の 音楽が 思い 

やられて、 どこでも この 月 を ながめて いるで あろうと 

思う と、 月の 顔ば かりが 見られる のであった。 



にせん りぐ わい こじんの こころ 

ニー 千里 外 故人 心」 と 源氏 は吟 じた。 青年た ち は 例の 

ように 涙 を 流して 聞いて いるので ある。 

この 月 を 入道の 宫が 「霧 ゃ隔 つる」 とお 言いに なつ 

た 去年の 秋が 恋しく、 それから それへ といろ いろな 場 

合の 初恋 人への 思い出に 心が 動いて、 しまいに は 声 を 

立てて 源氏 は 泣いた。 

「もうよ ほど 更けました」 

と言う 者が あ つ て も 源氏 は 寝室 へ はい ろうとし ない _ 

見る ほど ぞ しばし 慰む めぐり 合 はん 月の 都 ははる 

かなれ ども 



に 出ない ので ございま すが、 また そのうち 別に 伺わせ 

ていた だきます」 

ちく ぜんの かみ 

というの であって、 子の 筑前 守が 使いに 行った の 

くろうど 

である。 源氏が 蔵人に 推薦して 引き立てた 男であった 

から、 心中に 悲しみながら も 人目 を はばかって すぐに 

帰ろうと していた。 

「京 を 出てから は 昔 懇意に した 人た ちと もなかな か 逢 

えない ことにな つていた のに、 わざわざ 訪ねて 来て く 

れ たこと を 満足に 思う」 

と 源氏 は 言った。 大武 への 返答 もまた そんな もので 

すまい 

あった。 筑前守 は 泣く 泣く 帰って、 源氏の dli 居の 様子 



ここと 

小言 を 言う 事な ども 居間に 近い 所で 行なわれる 時、 あ 

まリ にもつ たいない ことで あると 源氏 自身で 自身 を 思 

うこと さえ もあった。 近所で 時々 煙の 立つ の を、 これ 

あ ま 

が 海人の 塩 を 焼く 煙な ので あろうと 源氏 は 長い間 思つ 

ていたが、 それ は 山荘の 後ろの 山で 柴を 燻べ ている 煙 

であった。 これ を 聞いた 時の 作、 

、> まり た 

山が つの 庵 に 焚け る しばしば も 言 問 ひ 来な む 恋 

ふる 里人 

冬に な つ て 雪の 降り 荒れる 日に 灰色の 空 を ながめな 



すみずみ あら 

の 隅々 まで 顕 わに 見えた。 深夜の 空が 縁側の 上に あつ 

た。 もう 落ちる のに 近い 月が すごい ほど 白い の を 見て 

ただこれ にしへ ゆく させんに あらず 

「唯是 西行不 左遷」 と 源氏 は 歌った。 

何方の 雲路 にわれ も 迷 ひなん 月の 見る らんこと も 

+4 づ 

耳 力し 

とも 言った。 例の ように 源氏 は 終夜 眠れなかった。 

明け方に 千鳥が 身に しむ 声で 鳴いた。 

もろ ご ゑ ね ざ とこ 

友 千鳥 諸 声に 鳴く 暁 は 一 人 寝覚めの 床 も 頼もし 



た 家 を 訪問して、 失望した 顔で そこ を 出て 来る 恰好 は 

馬鹿に 見える だろうと、 良 清 は 悪い ほうへ 解釈して 行 

こうと しない。 すばらしく 自尊心 は 強くても、 現在の 

国の 長官の 一 族 以外に はだれ にも 尊敬 を 払わない 地方 

人の 心理 を 知らない 入道 は、 娘への 求婚者 を 皆 門外に 

追い払う 態度 を取リ 続けて いたが、 源氏が 須 磨に^ 栖 

をして いる こと を 聞いて 妻に 言った。 

きりつ ぼ こうい 

「桐 壷の 更衣のお 生みした 光源氏の 君が 勅勘で 須 磨に 

来て いられる の だ。 私の 娘の 運命に ついて ある 暗示 を 

受けて いるの だから、 どうかし てこの 機会に 源氏の 君 

に 娘 を 差し上げ たいと 思う」 



「それ はたい へん まちがった お考えで すよ。 あの方 は 

りっぱな 奥様 を 何人も 持って いらつ しって、 その上 陛 

下の 御 愛人 をお 盗みに なった ことが 問題に なって 失脚 

をな すった のでしょう。 そんな 方が 田舎育ちの 娘な ど 

を 眼中に お置きになる ものです か」 

と 妻 は 言った。 入道 は 腹 を 立てて、 

「あなたに 口を出させな いよ。 私に は 考えが あるの だ _ 

結婚の 用意 をして おきなさい。 機会 を 作って 明 石へ 源 

氏の 君 をお 迎えす るから」 

と 勝手 ほうだいな こと を 言う のに も、 風変わりな 性 

格が うかがわれた。 娘の ために はまぶ しい 気がする ほ 



遇 をみ ずから 知って、 上流の 男 は 自分 を 眼中に も 置か 

ないで あろうし、 それ かとい つて 身分 相当な 男と は 結 

婚 をしょう と 思わない、 長く 生きて いる ことにな つて 

両親に 死に別れたら 尼に でも 自分 はなろう、 海へ 身 を 

投げても いいと いう 信念 を 持って いた。 入道 は 大事 

が つ て 年に 二度ず つ 娘 を 住吉の 社 へ 参 ^ させて、 神 

の 恩恵 を 人知れず 頼みに していた。 

須磨は 日の 永い 春に なって つれづれ を 覚える 時間が 

多くな つた 上に、 去年 植えた 若木の 桜の 花が 咲き 始め 

たのに も、 霞んだ 空の 色に も 京が 思い出されて、 源氏 

の 泣く 日が 多かった。 二月 二十 幾日で ある、 去年 京 を 



出た 時に 心苦しかった 人た ちの 様子が しきりに 知りた 

くな つた。 また 院の 御代の 最後の 桜花の 宴の 日の 父 帝、 

艷な 東宮 時代の 御 兄 陛下のお 姿が 思われ、 源氏の 詩 を 

ぉ吟 じに なった こと も 恋しく 思い出された。 

お ほ みやびと 

い つと なく 大宮人の 恋しき に 桜 かざしし 今日 も 来 

t- J ナり 

と 源氏 は 歌った。 

わ たつき よ 

源氏が 日 を 暮らし 侘びて いる ころ、 須 磨の 謫 居へ 左 

大臣 家の 三位 中将が 訪ねて 来た。 現在 は 参議に なって 



みずから やましい と 思う こと はない のです が、 一度 

こうな つて は、 昔の りっぱな 人で ももう 一度 世に出た 

例 は 少ない のです から、 私 は 都と いう もの を ぜひ また 

見たい とも 願って いません よ」 

こう 源氏 は 答えて 言う ので あ つ た。 

ひと ね つばさ 

「たづ かなき 雲井に 独り 音をぞ 鳴く 翅 並べし 友 を 

恋 ひっつ 

失礼な までお 親しく させて いただい たころ のこと を 

もったいない， J とだと 後悔され る 事が 多 い のです よ」 



と 宰相 は 言い つつ 去った。 

友情が しばらく 慰めた あとの 源氏 はまた 寂しい 人に 

なった。 

今年 は 三月の 一 日に 巳の 日が あった。 

「今日です、 お試みなさい ませ。 不幸な 目にあつ てい 

みそぎ 

る 者が 御 禊 を すれば 必ず 効果が あると いわれる 日で ご 

ざ います」 

賢が つて 言う 者が あるので、 海の 近くへ また 一 度 

行って みたい と 思っても いた 源氏 は 家 を 出た。 ほんの 

みそぎば 

幕の ような 物 を 引き まわして 仮の 御 禊 場 を 作り、 旅の 

おんみよ うじ はら 

陰陽師 を 雇って 源氏 は 禊い を させた。 ^にや や 大きい 



禊い の 人形 を 乗せて 流す の を 見ても、 源氏 はこれ に 似 

た 自身の みじめ さ を 思 つ た。 

知ら ざり し 大海の 原に 流れ 来て 一 方に や は 物は悲 

しさ 

しゃじょう. 

と 歌いながら 沙 上の 座に 着く 源氏 は、 こうした 明 

るい 所ではまして 水ぎ わ だ つ て 見えた。 少し 霞んだ 空 

と 同じ 色 をした 海が うら うらと ffl ぎ 渡って いた。 果て 

もない 天地 を ながめて いて、 源氏 は 過去 未来の ことが 

いろいろと 思われた。 
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